
日　時

場　所

北区区役所介護保険課様

みずべの苑高齢者安心センター様

にこWith様

運営推進会議議事録 令和8年9月25日

議題 議事内容

2026/9/25　14：00～15：30

出席者

内藤

定期巡回サービスについて

活動内容と取り組みについて

地域密着型としての連携について

・職員数

所長１名、管理者１名、社員7名、パート9名(うち２名休職)

・利用者構成

年齢65～98歳

定期巡回：平均介護度3.9（20名）

定期巡回Ⅲ（夜間訪問型）：平均介護度3.3（13名）

・ケア時間は平均概ね20分程

・ケア内容は身体介護がメインとなることが多いが必要な生活

援助もお手伝いしている

・記録についてはスマケアや業務用のSNSを活用

各自がスマホでどこにいても確認できる

スマケアについては家族や関係各所も登録すると確認できる

・事故報告について

服薬漏れ：区への報告行い、ミスを起こさない為にも各関係者

に相談させていただいている

戻し忘れや施錠忘れ

話ながらやりながらの対応で忘れてしまう事がよくあるので確

認の仕方や保管の仕方を工夫している（荷物の上に置いたり、

確認のメモを靴のところに置いたり）

・感染対応

感染対応（防護対応）の用意と各ヘルパーの所持（１回分を配

布している）37.５度以上の継続や体調不良時にはご自宅に感染

対応用の箱とゴミ袋を置かせていただいている。

エイプレイス赤羽　事業所

志茂４丁目町会長様 エイプレイス赤羽　

大澤

zoom　：　すまいるプラス様　　ナイスケア様

エイプレイスの取り組み



定期巡回サービスについて

活動内容と取り組みについて

地域密着型としての連携について

・職員数

所長１名、管理者１名、社員7名、パート9名(うち２名休職)

・利用者構成

年齢65～98歳

定期巡回：平均介護度3.9（20名）

定期巡回Ⅲ（夜間訪問型）：平均介護度3.3（13名）

・ケア時間は平均概ね20分程

・ケア内容は身体介護がメインとなることが多いが必要な生活

援助もお手伝いしている

・記録についてはスマケアや業務用のSNSを活用

各自がスマホでどこにいても確認できる

スマケアについては家族や関係各所も登録すると確認できる

・事故報告について

服薬漏れ：区への報告行い、ミスを起こさない為にも各関係者

に相談させていただいている

戻し忘れや施錠忘れ

話ながらやりながらの対応で忘れてしまう事がよくあるので確

認の仕方や保管の仕方を工夫している（荷物の上に置いたり、

確認のメモを靴のところに置いたり）

・感染対応

感染対応（防護対応）の用意と各ヘルパーの所持（１回分を配

布している）37.５度以上の継続や体調不良時にはご自宅に感染

対応用の箱とゴミ袋を置かせていただいている。

①要介護5

開始前

小規模多機能型を利用していて入院されていた男性

・尿路感染が定期定期にあり入退院を繰り返す（そのためお金

もかかる）

・夜間の対応については長時間空いてしまう

定期巡回開始後

・尿路感染は起きていない（1日３回の排泄対応で最後は22：00

頃の就寝前に対応）

・入院することがなくなった

・体調が悪い事もあるがこのまま自宅で利用していきたいとご

家族からもお話をいただく

②要介護２

開始前

・ヘルパーが訪問しても不在、もしくは難聴なため訪問に気づ

いていただけず入れない事が多々あった。

・薬が飲めていなかった

・食事をしていない為救急車を呼ぶこともあった

開始後

・鍵の管理を一部させていただき毎日２回の訪問で不在状況を

記録に残した。

・帰宅された際に各所への報告を行った。

体調を崩してしまうという事がなくなった。

事例発表



・研修について

実技研修、動画研修、個別研修の3種類を毎月行っている。

・事業所会議について

パート含め全従業員を対象に毎月行っている。

内容としては虐待、感染対応、災害時対応などとケアについて

の情報交換と共有事項の確認など

・BCP委員会

災害対策内容と計画についての周知

・交通機関が止まった事を仮定した時の動きについて

感染症及び食中毒対策についての周知

・嘔吐があった際の動きについて

実技訓練、机上訓練の実施

・現在の連携訪問看護事業所数24事業所

（前回から2事業所増）

・委託介護事業所

契約は３事業所、現在は依頼なし

（増減なし）

・チーム連携として他訪問介護事業所との協力の呼びかけと委

託によるサービスの依頼について

議題 議事内容

研修、BCP、事業所会議

について

連携契約について



議事内容

在宅の限界について

意見交換

在宅でできる事、さすがに無理だったケースなどを教えてほし

い。

本人の価値観が重要

施設が安心という意見ももちろんあります。

医学的な視点

今は在宅でもできる事は増えています。

寝たきり、経管栄養、尿道カテーテル、ストマ、吸引など

現在在宅で対応している内容は沢山あります。

在宅で難しい問題もあります。

認知症で外へ出てしまう、ガスを使って忘れる、暴力

安全の確保が必要な事については難しい事も沢山あります。

本人が生活出来る限界ではなく支えるチーム（地域）の限界

多職種で情報を共有していく声かけ

地域で支え合う仕組みづくり

大切と感じるものについての意見交換

議題


